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実
り
の
多
い
夏
休
み
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　校
長

　加
藤

　晃
一 

　４
月
８
日
（
月
）
に
始
ま
っ
た
一
学
期
も
い
よ
い
よ
終
業
式
を
迎
え
ま
す
。
一
学
期
を
振
り

返
る
と
、
日
々
の
授
業
や
生
徒
会
活
動
、
そ
し
て
、
部
活
動
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
だ
生
徒
た

ち
の
様
子
が
思
い
返
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
焼
酎
「
島
立
ち
」
作
り
の
芋
栽
培
、
各
学
年
の
「
ふ

る
コ
ミ
ュ
」、
先
日
実
施
し
た
遠
泳
大
会
な
ど
、
保
護
者
を
始
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
準
会
員
や
地
域
の

方
々
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
大
き
な
教
育
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
先
日
（
７
月
９
日
）
は
、
鹿
児
島
県
議
会
文
教
観
光
委
員
会
、
県
教
育
長
、
北
薩
教
育
事

務
所
長
な
ど

人
が
来
校
さ
れ
、
本
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
や
授
業
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
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後
日
、「
地
域
と
の
協
力
体
制
が
は
か
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
羨
望
の
よ
う
な
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
授
業
視
察
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
使
っ
て
い
る
生
徒

さ
ん
た
ち
を
見
て
感
嘆
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」
と
、
県
議
会
事
務
局
の
方
よ
り
感
想

と
お
礼
の
手
紙
を
頂
き
ま
し
た
。 

　さ
て
、

日
間
の
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
す
。
す
で
に
計
画
を
立
て
ら
れ
た
ご
家
庭
も
多
い
の
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で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。学
校
で
は
経
験
で
き
な
い
多
く
の
学
び
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

今
年
の
夏
休
み
期
間
に
は
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
32

競
技

種
目
で
世
界
の
ト
ッ
プ
選
手
が
人
生
を
か
け
て
真
剣
に
競
い
合
い
ま
す
。
多
く
の
筋
書
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き
の
無
い
ド
ラ
マ
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
自
身
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

　夏
休
み
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
私
か
ら
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
２
つ
の
お
願
い
を
し
ま
す
。 

　一
つ
目
は
、「
平
和
に
つ
い
て
」
考
え
る
機
会
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
か
ら

年
前
の
８

79

月
６
、
９
日
に
広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
想
像
を
絶
す
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
８
月

日
に
は
、
終
戦
の
日
を
迎
え
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
で
何
百
万
人
と
い
う
尊
い
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命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
甑
島
も
戦
時
中
は
、
空
襲
を
受
け
る
な
ど
被
害
が
あ
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
今
、
皆
さ
ん
が
毎
日
学
校
に
通
え
て
い
る
こ
と
は
、
当
た
り
前
の
も
の
で
な
く
、

先
人
の
方
々
の
絶
え
間
な
い
努
力
の
賜
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　二
つ
目
は
、「
か
け
が
え
の
な
い
命
と
健
康
」
を
守
る
意
識
を
も
っ
て
生
活
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
全
国
各
地
で
海
や
川
で
命
を
落
と
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
た
び
に
心

が
痛
み
ま
す
。
甑
島
は
、
周
り
を
海
に
囲
ま
れ
、
海
水
浴
や
釣
り
な
ど
計
画
を
立
て
て
い
る
人

も
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
美
し
く
雄
大
な
自
然
を
見
よ
う
と
観
光
で
甑
島
を
訪
れ
る
人
も

多
く
な
り
ま
す
。
ど
う
か
、
水
難
事
故
や
交
通
事
故
に
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
記
録
的
な
猛
暑
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
熱
中
症
予
防
も
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。 

　二
学
期
以
降
も
各
ご
家
庭
・
地
域
の
方
々
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
が
安
心

・
安
全
な
学
校
生
活
を
送
り
、
充
実
し
た
教
育
活
動
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

「
ボ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
星

　新
一
作 

　日
本
を
代
表
す
る

作
家
の
星
新
一
の
本
。

SF

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
で
ク
ス
っ
と
笑
え
る
話

が
た
く
さ
ん
の
短
編
集
で
す
。
ア
イ
デ
ア
が

秀
逸
で
考
え
さ
せ
ら
れ
る
話
も
多
い
で
す
。

隙
間
時
間
に
読
ん
で
み
る
の
も
お
ス
ス
メ
で

す
！ 

お薦めの一冊 

中原香代子教諭

海の安全教室～水辺の事故０へ～ 

　６月21日、甑島振興局の梶原健太さんを招い
て里プールで行われました。離岸流の発生の仕
組みや対処法についての講義の後、実際に水中
に入り、「浮いて待て」の指示どおり、救助され
るまで仰向けで浮くことに実践してみました。
最初はうまく浮けなかった生徒も、指導のおか
げでだいぶ浮けるようになりました。また、ペ
ットボトル等を使っての救助の仕方も学びまし
た。 

　夏休みは水に親しむ
機会が多くなります。
いざというときに梶原
さんから教えていただ
いたことを思い出し、
自分の命を守りましょ
う。

朝食の大切さを学ぶ 

　６月は食育月間でした。18日、太田栄
養教諭が朝食の大切さについて話されま
した。朝食は、体温を上昇させ、抵抗力
を付けたり、脳を活発に働かせたりする
などバランスの良い朝食が重要なことを
知りました。太田先生は、給食を一
緒に食べたことがうれしかったとも
話されました。さらに、鮫島養護教
諭が「中学生に必要な栄養素につい
て考えよう」の授業を行いました。
バランスのよい朝食の献立を自分で
考えました。 

　全国学力学習状況調査でも「毎日、
朝ごはんを食べる子どもほど学力が
高い傾向がある」ことが一貫して示
されています。朝食の重要さを考え、
意識付ける月間になりました。 

             
           　 

             

 21日(水） 【出校日】　通常登校  

          8:40～ 8:55　全校朝会  

          9:05～ 9:25　清掃作業  

          9:35～10:05　学級活動  

 31日(土)  【ＰＴＡ奉仕作業】  

７：００～９：００

             
           　 
             
 ２日 (月)   始業式  

 ３日 (火)   実力テスト～４日  

 ５日  (木 )　  運動会練習開始  

 18日（水）  運動会予行  

 19日（木）  運動会準備  

 22日（日）  里幼小中合同運動会  

 24日（火）  運動会振替休日  

 26日（木）  2年アイランドガイド  

 30日（月）　修学旅行～3日  

夏空のもと、ふるさとの海を満喫！遠泳大会 

　4回の海での練習、1回のプールでの練習を経て、7月16日遠泳大会が西ノ
浜で行われました。練習から上甑分駐所の蓮香吏駆さんも参加していただ
き、頼もしいかぎりでした。A,B,Cコース最長1.6㎞を泳ぎました。練習よ
り満ち潮で泳ぐ距離も長くなりましたが、学年毎にみんなでゴールした時
の顔は、達成感で満足気でした。子供たちが、多くの人々に支えられて、
故郷の海を笑顔いっぱいに体感することができた行事になりました。 

　

※※里中学校ホームページhttp://www.edu.satsumasendai.jp/sato-j/及び里中学校公式ブログhttp://blog.goo.ne.jp/sato-j_2012も御覧ください※※

令和６年度　『顔には笑顔　胸には感謝　背中には誇り』　鹿児島県薩摩川内市立里中学校

いじめ０の里中に 
　薩摩川内市では、本年度より毎月
3１日を「いじめのない学校づくりの
日」とし、啓発活動を行っていきま
す。毎月、いじめアンケートを実施
していますが、1学期中「いじめを受
けた」との回答は０でした。しかし、
「いじめをしてるかもしれない」と
いう回答も見られました。「いじめは
どの生徒にも起こりうる」との認識
のもと、いじめの早期発見・早期指
導に全力で取り組んでいます。 
　 気になる点が
ございましたら、
遠慮なく中学校
へ お 聞 か せ く
ださい。 

変化の激しい社会を生きる子供のために～家庭教育学級～ 

　２回の家庭教育学級に多くの保護者の方々が参加しました。６月25
日、鹿児島純心大学教授　広瀬健一郎先生による「島立ちに向けて親
にできること」と題し、教育学研究の立場から子育てについて話をし
ていただきました。島の言葉や文化を楽しく学ばせ、島に育ったこと
を誇りに思い、島が大好きな子供に育てること。夫婦仲良く、あるい
は親子仲良く、穏やかで楽しい家庭をつくってほしい話されました。 

　７月２日、加藤校長による講話は、学校は、「１0年前を比べると進
路、授業、生徒指導と大きく変わっている。それは、子供たちが、知
識や技術を習得した上で、社会でどのように役立てるのかを『自分で
考え、表現し、判断する力の育成』が求められている。」という内容で
した。 

　お二人の講師の話は、今後、変化の激
しい時代を生きる子供たちが活躍できる
ために必要な資質・能力の育成を学校と
家庭で協力して取り組まなくてはなら
ないと感じました。


